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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月13日(2018.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式を有する化合物であって、



(3) JP 2017-511795 A5 2018.4.5

【化１】

　式中：
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、Ｌ９、Ｌ１１、及びＬ１２は、独立して
、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１３－Ｌ
１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ
１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１

４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－
Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１

４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｓ（Ｏ）２－Ｌ１３－Ｌ１４－、置換もしくは非置換のアルキレ
ン、置換もしくは非置換のヘテロアルキレン、置換もしくは非置換のシクロアルキレン、
置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキレン、置換もしくは非置換のアリーレン、また
は置換もしくは非置換のヘテロアリーレンであり；
　Ｌ１０は、－Ｎ（－Ｌ１１－Ｒ１１）－または－Ｃ（（－Ｌ１１－Ｒ１１）（－Ｌ１２

－Ｒ１２））－であり；
　Ｌ１３及びＬ１４の各々は、独立して、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－、－Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（
Ｏ）Ｏ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－、－ＯＣ（Ｏ
）Ｏ－、－ＯＳＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－、－Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（
Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－、－Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２－、置換もしくは非置換のアルキレン
、置換もしくは非置換のヘテロアルキレン、置換もしくは非置換のシクロアルキレン、置
換もしくは非置換のヘテロシクロアルキレン、置換もしくは非置換のアリーレン、または
置換もしくは非置換のヘテロアリーレンから選択され；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、及びＲ１２は、独立して
、水素、オキソ、ハロゲン、－ＣＸ３、－ＣＮ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯｎＲ１６、－ＳＯ

ｖ－ＮＲ１３Ｒ１４、－ＮＨＮＨ２、－Ｏ－ＮＲ１３Ｒ１４、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ

２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）－ＮＲ１３Ｒ１４、－Ｎ（Ｏ）ｍ、－ＮＲ１３Ｒ１４、－Ｃ（Ｏ）
Ｒ１５、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１５、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１３Ｒ１４、－ＯＲ１６、－ＮＲ１３Ｓ
Ｏ２Ｒ１６、－ＮＲ１３Ｃ＝（Ｏ）Ｒ１５、－ＮＲ１３Ｃ（Ｏ）ＯＲ１５、－ＮＲ１３Ｏ
Ｒ１５、－ＯＣＸ３、－ＯＣＨＸ２、置換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置
換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテ
ロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、置換もしくは非置換のヘテロアリー
ル、タンパク質部分、検出可能部分、または薬物部分であり；Ｒ５及びＲ１１置換基は、
結合して、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロア
ルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリールを
形成してもよく；Ｒ６及びＲ１１置換基は、結合して、置換もしくは非置換のシクロアル
キル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、ま
たは置換もしくは非置換のヘテロアリールを形成してもよく；Ｒ２及びＲ３、Ｒ４及びＲ
５、Ｒ６及びＲ７、Ｒ８及びＲ９、またはＲ１１及びＲ１２は、結合して、置換もしくは
非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非
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置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリールを形成してもよく；
　Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６、及びＲ１７の各々は、独立して、水素、ハロゲン、
－ＣＦ３、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、－ＮＯ２、－ＳＨ、
－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ４Ｈ、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＨ２、
－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨ２、－ＮＨＳＯ２Ｈ、－ＮＨＣ＝（
Ｏ）Ｈ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－ＮＨＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＯＣＨＦ２、置換もしくは非
置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロア
ルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、
または置換もしくは非置換のヘテロアリールであり；同一原子に結合したＲ１３及びＲ１

４置換基は、結合して、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、または置換もしく
は非置換のヘテロアリールを形成してもよく；
　Ｒ１８及びＲ１９は、独立して、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＮＨ

２、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、－ＮＯ２、－ＳＨ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ

４Ｈ、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、－Ｎ
ＨＣ＝（Ｏ）ＮＨ２、－ＮＨＳＯ２Ｈ、－ＮＨＣ＝（Ｏ）Ｈ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－Ｎ
ＨＯＨ、－ＯＣＦ３、－ＯＣＨＦ２、置換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置
換のヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテ
ロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、置換もしくは非置換のヘテロアリー
ル、タンパク質部分、検出可能部分、シデロフォア部分、または薬物部分であり；Ｒ１８

及びＲ１９は、結合して、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換の
ヘテロシクロアルキル、タンパク質部分、検出可能部分、または薬物部分を形成してもよ
く；
　ｍ及びｖは、独立して、１または２であり；
　ｎは、独立して、０～２の整数であり；
　Ｙは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＯ－、－ＣＨ２Ｏ－、または－ＯＣＨ２であり；
　Ｘは、独立して、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、または－Ｆである、前記化合物。
【請求項２】
　以下の式を有する化合物であって、

【化２】

　　　　　　　　　　　　　　　　
　式中：
　Ｌ５は、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、結合、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３

－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１

３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１３

－Ｌ１４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４

－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１

３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｓ（Ｏ）２－Ｌ１３－Ｌ１４－、置換もしくは非置換の
アルキレン、置換もしくは非置換のヘテロアルキレン、置換もしくは非置換のシクロアル
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キレン、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキレン、置換もしくは非置換のアリーレ
ン、または置換もしくは非置換のヘテロアリーレンであり；
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、Ｌ９、Ｌ１１、及びＬ１２は、独立して、結合
であり；
　Ｌ１０は、－Ｃ（（－Ｌ１１－Ｒ１１）（－Ｌ１２－Ｒ１２））－であり；
　Ｌ１３及びＬ１４の各々は、独立して、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－、－Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（
Ｏ）Ｏ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－、－ＯＣ（Ｏ
）Ｏ－、－ＯＳＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－、－Ｎ（Ｒ１７）Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（
Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－、－Ｎ（Ｒ１７）Ｓ（Ｏ）２－、置換もしくは非置換のアルキレン
、置換もしくは非置換のヘテロアルキレン、置換もしくは非置換のシクロアルキレン、置
換もしくは非置換のヘテロシクロアルキレン、置換もしくは非置換のアリーレン、または
置換もしくは非置換のヘテロアリーレンから選択され；
　Ｒ５は、薬物部分であり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、及びＲ１２は、独立して、水素
であり；
　Ｒ１７の各々は、独立して、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＮＨ２、
－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、－ＮＯ２、－ＳＨ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ４Ｈ
、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ
＝（Ｏ）ＮＨ２、－ＮＨＳＯ２Ｈ、－ＮＨＣ＝（Ｏ）Ｈ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－ＮＨＯ
Ｈ、－ＯＣＦ３、－ＯＣＨＦ２、置換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置換の
ヘテロアルキル、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシ
クロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換もしくは非置換のヘテロアリ
ールであり；同一原子に結合したＲ１３及びＲ１４置換基は、結合して、置換もしくは非
置換のヘテロシクロアルキル、または置換もしくは非置換のヘテロアリールを形成しても
よく；
　Ｒ１８及びＲ１９は、結合して、置換もしくは非置換のシクロアルキル、または置換も
しくは非置換のヘテロシクロアルキルを形成してもよく；または
　Ｒ１８及びＲ１９は、独立して水素であり；
　Ｙは、－Ｏ－である、前記化合物。
【請求項３】
　前記化合物が、
　Ｒ１１及びＲ１２が、薬物部分、タンパク質部分、または検出可能部分を含まず；
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、及びＬ９が、結合であり；並びに
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、及びＲ９が、水素である化合物ではない
、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　前記化合物が、
　Ｒ１１及びＲ１２が、薬物部分、タンパク質部分、または検出可能部分を含まず；
　Ｒ１８及びＲ１９が、結合して、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは
非置換のヘテロシクロアルキル、タンパク質部分、検出可能部分、または薬物部分を形成
し；
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、及びＬ９が、結合であり；並びに
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、及びＲ９が、水素である化合物ではない
、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項５】
　前記化合物が、
　Ｒ１１及びＲ１２が、薬物部分、タンパク質部分、または検出可能部分を含まず；
　Ｒ１８及びＲ１９が、結合して、非置換アダマンチルを形成し；
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、及びＬ９が、結合であり；並びに
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、及びＲ９が、水素である化合物ではない
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、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項６】
　以下の式を有する、請求項１から５のいずれか一項に記載の化合物であって、
【化３】

　式中：
　環Ａが、置換もしくは非置換のシクロアルキレンまたは置換もしくは非置換のヘテロシ
クロアルキレンであり；
　Ｒ１が、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＣＯＯＨ、－ＣＯ
ＮＨ２、－ＮＯ２、－ＳＨ、－ＳＯ２Ｃｌ、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＯ４Ｈ、－ＳＯ２ＮＨ２、
－ＮＨＮＨ２、－ＯＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨＮＨ２、－ＮＨＣ＝（Ｏ）ＮＨ２、－
ＮＨＳＯ２Ｈ、－ＮＨＣ＝（Ｏ）Ｈ、－ＮＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－ＮＨＯＨ、－ＯＣＦ３、－
ＯＣＨＦ２、置換もしくは非置換のアルキル、置換もしくは非置換のヘテロアルキル、置
換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキル、置換
もしくは非置換のアリール、置換もしくは非置換のヘテロアリール、葉酸部分、タンパク
質部分、検出可能部分、シデロフォア部分、または薬物部分であり；
　Ｌ１が、独立して、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ
）Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（
Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）
Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１

３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７

）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｓ（Ｏ）２－Ｌ１３－Ｌ１４－、置換もしくは
非置換のアルキレン、置換もしくは非置換のヘテロアルキレン、置換もしくは非置換のシ
クロアルキレン、置換もしくは非置換のヘテロシクロアルキレン、置換もしくは非置換の
アリーレン、または置換もしくは非置換のヘテロアリーレンである、請求項１から５のい
ずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　以下の式を有する、
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【化４】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　式中：
　環Ａが、置換もしくは非置換のシクロアルキレンまたは置換もしくは非置換のヘテロシ
クロアルキレンであり；
　Ｒ１が、シデロフォア部分、タンパク質部分、または葉酸部分であり；
　Ｌ１が、独立して、置換もしくは非置換のヘテロアルキレン、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）
－Ｌ１３－Ｌ１４－、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ
）Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（
Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）
Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ
１３－Ｌ１４－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－である、請求項１から５
のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　式：

【化５】

を有する、請求項１から７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９】
　－Ｌ１－Ｒ１が、－Ｈである、請求項６および８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
　－Ｌ１が、
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【化６】

である、請求項５から８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１１】
　－Ｌ１が、－ＮＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ２）Ｗ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－（ＣＨ２）Ｙ１－、－Ｎ
ＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ２）Ｗ－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－（ＣＨ２）Ｙ１－、－ＮＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ

２）Ｗ－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ２）Ｗ－ＮＨ－、－ＮＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ

２）Ｗ－ＮＨＣ（Ｏ）－、－ＮＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ２）Ｗ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、－ＮＨＣ
（Ｏ）－（ＣＨ２）Ｗ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ２）Ｗ－（ＯＣＨ２
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ＣＨ２）Ｔ１－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－（ＣＨ２）Ｙ１－、－ＮＨＣ（Ｏ）－（ＣＨ２）Ｗ－（Ｏ
ＣＨ２ＣＨ２）Ｔ１－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－（ＣＨ２）Ｙ１－Ｃ（Ｏ）－であり；Ｗが、１～８
の整数であり；Ｔ１が、１～８の整数であり、及びＹ１が、１～８の整数である、請求項
５から８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ１が、タンパク質部分である、請求項６から１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ１が、葉酸部分である、請求項６から１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ１が、シデロフォア部分である、請求項６から１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ１が、抗体部分である、請求項６から１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、Ｌ９、Ｌ１１、及びＬ１２が、結合であり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、及びＲ１２が、水素であり；
　Ｌ１０が、－ＣＨ２－であり；
　Ｌ５が、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｌ
１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ
１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１

３－Ｌ１４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１

４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１

３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｓ（Ｏ）２－Ｌ１３－Ｌ１４－であり；
　Ｒ５が、薬物部分である、請求項１から８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｌ５が、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ
（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、または－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－である
、請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ６、Ｌ８、Ｌ９、Ｌ１１、及びＬ１２が、結合であり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、及びＲ１２が、水素であり；
　Ｌ５及びＬ７が、独立して、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７

）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－
、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－
ＯＣ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１

７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ（Ｏ）２

Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、または－Ｎ（Ｒ１７）－Ｓ（Ｏ）２－Ｌ１３－Ｌ１４

－であり；
　Ｒ５及びＲ７が、各々独立して、薬物部分、タンパク質部分、または検出可能部分であ
る、請求項１に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｌ５及びＬ７が、独立して、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３

－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、または－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１

３－Ｌ１４－である、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、Ｌ９、及びＬ１２が、結合であり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、及びＲ１２が、水素であり；
　Ｌ１０が、－Ｎ（－Ｌ１１－Ｒ１１）－であり；
　Ｌ１１が、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）－
Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－Ｌ
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１３－Ｌ１４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ
１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ
１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｓ（Ｏ）２－Ｌ１３－Ｌ１４－であり；
　Ｒ１１が、薬物部分、タンパク質部分、または検出可能部分である、請求項１に記載の
化合物。
【請求項２１】
　Ｌ１１が、独立して、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１

４－、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、または－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ
１４－である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｒ１１が、抗体部分である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ６、Ｌ７、Ｌ８、Ｌ９、Ｌ１１、及びＬ１２が、結合であり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６、Ｒ８、Ｒ９、及びＲ１２が、水素であり；
　Ｌ１０が、－ＣＨ（－Ｒ１１）－であり；
　Ｒ７及びＲ１１が、結合して、置換もしくは非置換のシクロアルキル、置換もしくは非
置換のヘテロシクロアルキル、置換もしくは非置換のアリール、または置換もしくは非置
換のヘテロアリールを形成し；
　Ｌ５が、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｌ
１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ
１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－Ｌ１

３－Ｌ１４－、－ＯＳＯ２－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１

４－、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｃ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１

３－Ｌ１４－、または－Ｎ（Ｒ１７）－Ｓ（Ｏ）２－Ｌ１３－Ｌ１４－であり；
　Ｒ５が、薬物部分、タンパク質部分、または検出可能部分である、請求項１に記載の化
合物。
【請求項２４】
　Ｌ５が、独立して、結合、－Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１４－、－Ｏ－Ｌ１３－Ｌ１４

－、－ＯＣ（Ｏ）－Ｌ１３－Ｌ１４－、または－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１７）－Ｌ１３－Ｌ１

４－である、請求項２３に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｒ７及びＲ１１が、結合して、非置換アリールを形成する、請求項２３に記載の化合物
。
【請求項２６】
　Ｌ５が、結合、－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＯＣ（Ｏ
）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＳＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）
－、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｈ）－、または－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）２－で
ある、請求項１から２５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｌ５が、結合、－Ｎ（Ｈ）－、－Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－、または－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）
－である、請求項１から２５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２８】
　Ｌ５が、結合である、請求項１から２５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２９】
　Ｌ５が、－ＯＣ（Ｏ）－である、請求項１から２５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３０】
　薬物部分が、薬剤部分のＮを介してＬ５に結合する、請求項１から２９のいずれか一項
に記載の化合物。
【請求項３１】
　薬物部分が、薬剤部分のＯを介してＬ５に結合する、請求項１から２９のいずれか一項
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に記載の化合物。
【請求項３２】
　各Ｌ１３が、独立して、結合または置換もしくは非置換のアリーレンから選択される、
請求項１から３１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３３】
　各Ｌ１３が、独立して、結合または置換もしくは非置換のフェニレンから選択される、
請求項１から３１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３４】
　各Ｌ１４が、独立して、結合、置換もしくは非置換のアルキレン、または置換もしくは
非置換のヘテロアルキレンから選択される、請求項１から３３のいずれか一項に記載の化
合物。
【請求項３５】
　各Ｌ１４が、独立して、結合、－（ＣＨ２）ｗ－、または－（ＣＨ２）ｗ－ＯＣ（Ｏ）
－から選択され；ｗが、１～４の整数である、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
　各－Ｌ１３－Ｌ１４－が、独立して、結合、－Ｐｈ－（ＣＨ２）－、または－Ｐｈ－（
ＣＨ２）－ＯＣ（Ｏ）－から選択される、請求項１から３１のいずれか一項に記載の化合
物。
【請求項３７】
　－Ｌ１３－Ｌ１４－が、結合である、請求項１から３１のいずれか一項に記載の化合物
。
【請求項３８】
　－Ｌ１３－Ｌ１４－が、－Ｐｈ－（ＣＨ２）－である、請求項１から３１のいずれか一
項に記載の化合物。
【請求項３９】
　－Ｌ１３－Ｌ１４－が、－Ｐｈ－（ＣＨ２）－ＯＣ（Ｏ）－である、請求項１から３１
のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項４０】
　ｗが、１である、請求項３５から３８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項４１】
　前記薬物部分が、独立して、抗感染症剤の一価ラジカルである、請求項１から４０のい
ずれか一項に記載の化合物。
【請求項４２】
　前記抗感染症剤が、抗寄生虫剤である、請求項４１に記載の化合物。
【請求項４３】
　前記抗感染症剤が、抗マラリア剤である、請求項４１に記載の化合物。
【請求項４４】
　前記抗感染症剤が、抗菌剤である、請求項４１に記載の化合物。
【請求項４５】
　前記薬物部分が、独立して、抗癌剤の一価ラジカルである、請求項１から４０のいずれ
か一項に記載の化合物。
【請求項４６】
　前記検出可能部分が、独立して、フルオロフォアの一価ラジカルである、請求項１から
４０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項４７】
　前記タンパク質部分が、独立して、抗体の一価ラジカルである、請求項１から４０のい
ずれか一項に記載の化合物。
【請求項４８】
　薬学的に許容される賦形剤と、請求項１から４７のいずれか一項に記載の化合物とを含
む、医薬組成物。
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【請求項４９】
　基準対照と比べて増加したＦｅＩＩレベルを有する細胞、組織、もしくは生物体に関連
する疾患を治療するために用いる、請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５０】
　癌を治療するために用いる、請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５１】
　血液癌を治療するために用いる、請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５２】
　非血液癌を治療するために用いる、請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５３】
　マラリアを治療するために用いる、請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５４】
　細菌性疾患を治療するために用いる、請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５５】
　寄生虫疾患を治療するために用いる、請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５６】
　基準対照と比べて増加したＦｅＩＩレベルを有する細胞、組織、もしくは生物体に関連
する疾患を有する患者を同定するために用いる、
　請求項４８に記載の医薬組成物。
【請求項５７】
　基準対照と比べて増加した還元剤レベルに関連する疾患を有する患者を同定するために
使用する、請求項４８に記載の医薬組成物であって、
　前記使用が、
　前記患者から生体試料を得ることと、
　前記生体試料に、前記医薬組成物の有効量を接触させることであって、前記医薬組成物
が、検出可能部分を含むことと、
　前記基準対照における前記検出可能部分もしくは検出可能剤のレベルに対して、前記検
出可能部分の開裂から得られる前記検出可能部分もしくは検出可能剤の増加レベルを検出
すること
　を含む、前記医薬組成物。
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